




















































































































































































































































る。木の札のサイズはだいたい長さ 18 cm、幅 9 cm、厚さ 1.5∼3 mmで、ローマ字で書
かれている。内容は軍隊の報告や措置、供給物資の量、公的・私的な手紙、習字などで
ある。書き手はローマ軍の兵士とその家族であった。同様の古代ローマの記録はイタリ
アやスイスでも発掘されている。
中世ロシアのノヴゴロドでは、白樺の皮（白樺文書）を記録や報告や手紙や習字など
に使っていた。その多くは農場からノヴゴロドへの報告である。最も古いものは 11 世
紀の前半に書かれ、15 世紀の半ばに書かれたものが最後である。キリル文字が鉄や骨の
ペンで刻まれている。書き手は貴族、商人、僧、農民であった。
中世のノルウェーでもハンザ同盟の商人たちが小さな細い木の板にルーン文字を金属
のペンで刻んで商売の記録に使っていた。
上記のとおり、古代には、木の小片を日常のコミュニケーションや記録に使うことが、
アジアでもヨーロッパでも普遍的であったとわかる。それらを比較すれば言語研究に極
めて有益であろう。
付記：本稿は英語に翻訳して出版することを予定しているので通常の筆者の用語・文体
と異なっている。
（12）
